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研究成果の概要（和文）：本研究は、位置検知技術を地域包括ケア病棟に応用し、ケアの質向上を図るための技
術的及び臨床的な課題の整理と、実装方法についての検討を行うものである。本研究において、体位変換など看
護・介護に関する基本的な行為を"モノ認証"を通じて検出するための手法を開発するとともに、こうしたIoT
(Internet of Things)を病棟ケアに適用する際の倫理的課題の検討を行い、現実的な実装方法を提案することが
できた。

研究成果の概要（英文）：This study aims to identify technical and clinical issues and to examine 
implementation methods for applying location detection technology to community care units to improve
 the quality of care. In this study, we developed a method for detecting basical care actions, such 
as changing positions, through "material authentication" and discussed the ethical issues involved 
in applying the Internet of Things (IoT) to hospital inpatient care, and proposed a realistic 
implementation method.

研究分野： 看護情報学

キーワード： 看護業務支援システム　地域包括ケア病棟　看護情報学　Internet of Things　位置検知技術

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
看護や介護の分野では、位置検知技術の活用が少なかった。特に位置を特定する方法として加速度センサやGPS
など多様な方法があるほか、位置を類推するための情報を用いて代替的に位置情報を検出する手法もあるとこ
ろ、本研究では体位変換マットレスを用いた手法などを考案し、一部は実用新案登録を受けることもできた。ま
た、こうした技術適用には医療現場の同意が必要となるところ、適用範囲について看護管理者向けアンケートを
通じておおむね合意が得られている範囲を示すなど、実装に向けた貢献ができたと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 情報通信技術の発達によって IoT、ビッグデータ、人工知能等を看護や介護に適用することが
期待されているが、2019 年の時点では、そのユースケースの整理が十分になされていなかった。
とりわけ地域包括ケア病棟においては、医療依存度の高い急性期病棟と比べて、投薬・検査・処
置等の医療行為からケアの過程や成果を可視化することに限界がある。そこで位置検知技術を
はじめとする IoT を活用し、看護職員・介護職員および患者の行動を可視化する仕組みを構築
することが急務と考えた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、GPS、RFID や加速度センサ等の位置検知技術を用いることで地域包括ケア

病棟の看護職員や介護職員の行動、あるいは患者の行動を検出することによりケアの可視化を
図り、もってケアの質の向上に資する手段を開発することである。 
 
３．研究の方法 
 
 2019 年度には、看護職員や介護職員の行動を可視化するための位置検知技術の洗い出しを行
った。次に、研究協力者の病院において、病院業務の効率化のための端緒を得ることを目的に、
看護師にモーションセンサーを携帯いただき、行動履歴のデータ収集を行った。また、これらの
データ収集が患者や職員のプライバシー保護の観点から許容されうるか検討する必要があった
ため、看護管理者の受け止めについて検証した。さらに匿名加工された既存の看護記録を用いて
IoT を用いて把握可能な場面の整理を行い、洗い出しを行った技術との対応付けを行った。 
 
４．研究成果 
 
（１） 位置検知技術の多様性 
 
 一般に位置検知技術には GPS や加速度センサ等が
用いられるが、病棟においては利用場面から位置が
自ずと推定可能な場面が多いことがわかった。例え
ば体位変換クッションを用いる場面の多くは当該患
者の病床であるから、例えば右側臥位か左側臥位の
ような体位情報も「位置検知情報」の一つとして活用
することが現実的である。なお、この体位変換クッシ
ョンおよび使用方向測定装置は、実用新案登録(第
3225058 号)を受けている。（右図） 
 
（２） プライバシーの観点から適用可能な位置検知技術 
 
 他方で、このような位置検知技術は、患者や職員の意図しないところで生成され、情報システ
ムに蓄積される可能性が高いものでもある。そこで研究協力病院においてモーションセンサー
を用いた実験を行いつつ、これらの運用が許容され得るものか看護管理者を対象に検証した。そ
の結果、例えば心電図等のアラーム時にカメラを起動するようなユースケースであれば許容し
やすいことなどが明らかになった。 

 



（３）IoT を用いて検出することに適した看護場面の同定 
 
 研究協力病院において匿名加工された看護記録を用
い、その記録にトピック(ス)として掲げられた用語を
整理したところ、おおむね200語程度でカバー率が40%
に達したものの、それ以降は語数を増やしてもカバー
率が上昇しないことがわかった。 
 これらの語句において、発熱や血圧変動などのバイ
タルサインに関するもの、痛みなど自覚症状に関する
ものが多数を占めたが、後者に関しては位置検知技術
との紐づけ可能性が高いと考えられた。 
 このような場面においては、何らかの対応を行った
ことを記録する必要が生じるので、当該対応記録に位
置検知情報を活用することが有効と考えられた。 
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